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史
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濁
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流
通
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時

恐
調

取

引

所

改

善
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裏

貼
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注

意

す

べ
き

小

作

人

問

題
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苑
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計
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研
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論
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経

蘇

論

叢

第
十
二
巻

第
三
號

(遡
愚
第
六
+
九
磐

大
正
十
年
三
月
獲
行

.、

坑
藁瀟1

叢

や

地
方
所
得
税
に
於
け
る
他
地
方
交
渉
の
問
題

神

戸

.

正

雄

継
}言

二

本

研
究

の
目

的

二
説
述

の
順
序

)

(

(

.
ボ

第

一
段
.
地
方
所
得
税

に
於
け
ろ
他
地
方
交
渉
の
間
府

の
問
題

.

其

一

不
佳
者
の
土
地
家
屋
管
楽

所
得
課
税
問
題

(
一
線
否
及
課
税
の
分
配
方
A

土
地
家
屋
瞥
業
の
所
在
地
に
於
け
ろ
課
税
B
佐
礎
地
に
於
げ

ゐ

ケ

ラ

ラ

　

　

在
外
土
地
家
屋
螢
業

よ
り

の
所
得
の
課
税
に
両
地
方
團
離
に
於
け
る
分
配

二
課
醗
蛮
・の
定
め
方
低
位
腱
地
方
團
艦

に
於
け

若
税
率
田
財
源
地
方

團
駐

に
於
け

る
税
率
)

　

く

ラ

ラ

其
二

撒
暫
業
所
及
佳
所
所
有
者

の
所
得

課
礎
問
題

(
一
数
多
地
方
に
亘
る
瞥
業

所
得
の
諫
枕
問
題
は
原
則
田
方
法
二
鍛
多
住
所
な
有
す

る
人
の

、

課
礎
問
題
)

第

二
段

地
方
.所
得
税
ド
於
け
ろ
他
地
方
交
渉

「
多
少

の
關
係
あ
ろ
問
題

.論

叢
.

地
方
所
得
税
に
於
け
ろ
他
地
方
交
渉
の
問
題

第
十
二
巻

(第
三
號
.

こ

三
四
五

、

鴨



、

論

叢

地
方
所
得
税

に
於
け
ろ
他
地
方
交
渉

の
問
題

第

十
二
巻

(第

三
號

二
)

三
四
六

茎

法
人
課
需

題

∩
響

偽
難

論
寝

際
論
に
繋

)

.
宜
(二

螢
業
地
方
よ
り
佳
所
地
山万
へ
の
補
給
問
題
(
一
給
否

二
給
傘

〕

結
論

(全
文
の
要
旨
)

緒

⊥
言

↓
前
吝

於
て
所
得
税
の
地
方
讐

り
て
の
重
要
を
説
い
た
。
威
で
地
方
新
得
税
に
就
い
ず
は
色
あ

澗
題
が
あ

(る
。
が
、
特
別
挽
封
附
加
税
の
問
題
を
別
ご
し
、
其
他

に
て
は
他
地
方
交
渉
問
題
が

一
番
厄
介

で
あ
り
而
か
も
最

重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
夫

の
物
視
的
の
も
の
よ
り
も
特
段
な
る
研
究
を
要
す

る
膀
で
も
あ
お
。
随

ふ
て
特
に
之
を

研
究
す
る
の
贋
値

が
大
に
あ
る
。
其
れ
散
に
弦

に
敢
て
之
を
研
究
し
ゃ
う
ε
思

ふ
。
特
別
枇
附
加
税
の
孚

に
つ
い

て
は
別
に
稿
を
改

め
て
述

ぶ
る
こ
ご

、
す
る
。

二
所
得
税
に
關
し
他
地
方
交
渉
問
題
ε
い
へ
ば
、
不
住
者

の
土
地
家
屋
瞥
業
所
得

の
課
税
問
題

ご
、
藪
地
方

に
亘

る
瞥
業
所
得

の
課
税
問
題

ε
、
藪
箇

住
所
を
有

つ
者
の
所
得
課
税
問
題
憾
が
其
直
接
且

つ
主
要
な
る
問
題
で
あ
る
。

故
に
先
づ
之
を
説

き
、
そ
し
て
此
に
多
少
叉
は
間
接

に
關
係
す
る
問
題
だ
る
法
人
課
税
問
祖
ど
、
讐
業
地
方
よ
b

住
所
地
方

へ
の
補
給
問
題
ざ
を
次
ぎ
に
述

べ
や
う
ε
思
ふ
。

第

一
段

地

方

所

得

税

に

於

け

る
他

地

方

交

渉

の
固

有

の

問

題



O

・

其

一

不
住
滑
の
土
地
家
屋
轡
業
所
得
課
税
問
題

一
課
否
及
課
税
の
分
配
方

・

鋤
土
地
家
屋
鰭官
業
の
所
…在
地
に
於
け
る
裸
視
一

問
題
は
土
地
家
屋
瞥
業
の
所
在
地
ご
其
持
主
の
住
所
地
ξ
が

異
る
雲

に
起
る
・
此
場
食

於
て
は
此
等
の
物
件
よ
り
生
す
る
所
得
は
、
所
在
團
讐

侍
所
團
讐

双
方
に
利

害
關
係
を
有
す
る
。

一
方
、
住
所
團
騰

か
ら

い

へ
ば
、
其
に
在
住
す
る
人
の
所
得
は
、他
地
方
に
在
る
土
地
家
屋
瞥

業
よ
り
生
す
る
も

の
ご
錐
も
、
他
の
所
…得
ご
凡

べ
て
綜
合
し
て
其
全
賠
㎝の
所
得
の
高

さ
に
相
當
な
る
挽
率

に
て
所
嗣

得
撃

課
す

・
の
が
至
當
で
あ
り
、
之

に
よ
b
て
初
め
て
其
人
の
禽

の
給
総

力
に
適
當
な
る
課
撃

寧

..

己
を
得
る
こ
ご
、
な
る
(註
こ
。
併
し
反
面
、
其
人
の
所
有
に
係
る
土
地
家
屋
管
業
の
存
す

る
地
方
團
艦

よ
b
見
れ

ば
・
彼
團
艦

が
此
所
得

に
つ
き
課
税
す

る
を
得
す
ε
あ
り
て
は
種
々
な
る
不
都
合
を
生
す

る
こ
く

な
ら
ざ
る
を

.

得
鳳
。
勿
論
彼
が
此
に
謝
し
て
地
租
家
屋
挽
等
の
牧
益
税
を
課
し
得
る
こ
ご
に
争
ひ
は
な

い
(註
二
)。
併
し
彼
が
此

牧
盗
視
外
・
更
ら
に
所
得
税
を
も
課
し
得
な
毛

は
甚
だ
困
ま
乃
。
笙

に
此

の
如
き
例
が
極
少
敷
な
れ
ば
良

い

が
、
若
も
其
が
多

い
`
な
る
ご
、
極
端

の
こ
ε
を

い
へ
ば
或
地
声
の
土
地
家
屋
糖
葉
が
殆

ん
ご
全
部
他
地
方
在
住

人
の
持
物
に
締
し
た
場
合

に
は
、
其
地
方
は
所
得
税
牧
入
が
少
く
、
地
方
財
源

の
乏
き

に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
兎

こ
己
、
な
る
(註
三
)。
即
ち
先
づ
財
政
牧
人
上
の
歓
黙
を
も

つ
。
第

二
に
は
他
地
方
に
居
住
し
て
土
地
家
屋
螢
業
を

.

持

つ
者

ざ
、
其
地
方

に
在
住
し
て
之
を
持

つ
者

こ
の
間
に
不
公
4
な
る
負
揖

-し
い
ふ
こ
ε
に
も
な
る
。
前
者
が
其

論

叢

地
方
所
得
税
に
於
け
る
他
地
方
交
渉
の
問
題

第
十
二
巻

(第
三
號

三
)

三
四
七



り

論

叢

地
方
所
得
醗
に
於
け
る
他
地
方
交
渉
の
問
題

第
十
二
巻

(第
三
號

四
)

三
四
八

他
地
方

に
て
撰

得
椀
を
撚

ふ
ご
し

て
も
.、
其
地

方
に
於

け

る
負
辮

の
重

唱
ε
財
源
所
在
團
髄

に
於
け

る
共

ε

の
間

に
於
て
必
ず
し
も
均
衡
が
得
ら
れ
る
ε
は
隈
ら
な
い
。
即
ち
公
孕
課
税
上
に
も
不
都
合
を
掌

る
。
第
三
に
は
夫

の
不
住
者
が
財
源
所
在
團
鵬
に
於
け
る
所
得
税
を
免
る

、
ご
し
て
、
彼
が
其
所
得
税
を
住
所
地
に
て
の
み
負
ふ
こ

適
、
な

る
ε
き
は
、
彼
は
所
得
税
の
軽
き
嘘

を
選
ん
で
住
所
を
定
む
る
こ
ε

、
な
b
、
諸
多
の
地
方
に
.不
住
に
し

て
財
源
を
所
有
す

る
者
を
増
加
す
る
こ
萱

な
る
。
真
昼

に
は
脱
税

の
舞
働

て
ふ
祉
會
道
義
上
文
は
租
挽
負
捲

上
好
ま
し
か
ら
ざ
る
風
潮
を
生
す
る
こ
乏

な
る
。
第
四
に
は
恰
か
も
共
が
所
謂
不
在
地
主
、
不
在
屋
圭
を
多
か
.

ら
し
む
る
こ
ぜ
に
な
り
て
、
地
主
ご
小
作
人

こ
の
閲
、
屋
ま
ご
借
家
人

ざ
の
間

の
事
を
茂

か
ら
し
む

る
ε
い
ふ
肚

會
上
の
不
利
が
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
し
て
此
不
侍
者
の
土
地
家
屋
管
渠
等
よ
b
の
所
得
は
・
財
源
團
膿

に
も
特
に

所
得
磐

課
す
る
・
ミ

す
る
の
勉

か
ら
　
(註
四
)。
所
得
税

の
原
則
上
の
精
神

に
背
康

は
め
る
が
・
各
種
の

事
情

已
む
を
得
ざ

る
例
外

的

の
威
榿

で

み
る
.・

垂

=

・
T

に
之
・
つ
蕩

得
婁

嘉

税
義
馨

が
勢

幾

に
て
響

麦

は
響

所
の
土
地
家
懸

巣
工
り
得
・
所
の
所
得
も
蛮

其
佳

所
市

町
村
の
課
税
に
從
ふ
。
此
附
係
ば
人
税
の
性

質
上
ぱ
理
由
あ
ろ
こ
芝
で
、
地
方
税
に
も
維
持
し
な
く
て
は
な
ら
沁

ミ

い
ふ
鋤

ロ

(註
二
)

・
ソ
。
・
在

人
的
黄

霧

暴

く
劣

市
町
村
税
は
歪

な
・
所
得
源
所
有
寒

課
し
な
い
・
併
し
彼
等
起
其
物
件
の
所
有
に

　

叉
は
其
所
有
の
欝

星

じ
た
聾

翠

液

益
税
に
よ
塁

)其
市
町
村
に
在
住
者
ミ
均
し
く
捲
け
な
け
れ
ば
な
為

嵩

ひ
・
ビ

リ
弥

キ
ー

在

番

玖
税
に
、
外
砦

に
物
醤

、
内
住
地
古

画
磐

馨

ら
ろ
へ
く
、
外
部
毒

來
傷

径

鏡

に
考
響

ら
ろ
毒

嚢

ご

い

ふ
て

居

る
勉

1)Mayer ,DiedirektenGemeindesteuernindengrdsserenbadischenst5dten,
s,21.

2)Roscbeら ≦=y5tcm〔 】.Fw.5Au旺.

besteuerrmgandderenReform .S.
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235・

443・Bilinski,DieGemeinde..



(註
=
じ

マ
イ
・ソ
ー
が
特

に
此
鮎
心
指
摘
す
。
曰
く
、

、特

に
小
な
市
町
村
で
ば
新
規
定
が
困
難

心
齎
ら
す
。
.何
こ
な
価
ば
特

に
管
渠
叉
は
農
業
的
射

つ

産

の
所
在

の
場
腱

ご
は

異

っ
た

塵

に
住

む
大

企
業

者

が

め

う
か
ら

こ
賜

.

(
註

四
)

ベ
ソ

カ
ー

は

(理

論
上

)
同

一
所
得

か
二

の
市

町
村

の
市

町
村

税

に
イ、
課

す

ろ

こ
ご
に

不
當

で
あ

ろ
が
、

土
地

及
螢

業

の
所
得

の
課
税

に
は

其

所

在

及
瞥
業

市

町

村

が
第

一
に
且

つ
最

多

く
椛

利

あ

る
こ

ざ
の
考

が

段

々
ご
行
に

ろ
㌦

こ
ご

㌧
な

ろ
で

め
ら

う

ご

い
ふ
。

ビ

ル

ン
バ
ウ

ム
ー-
不

佳
者
課
税
の
原
則
は
土
地
家
屋
踏
業

の
所
得
ば
共
待
ら
る
虚

で
馨

ら
る
　

こ

で
あ

る
。
鯨

結

付
能
力
の
原
則
の
傍
に
地
方
利
益
の
原
則

が
概
か
ろ
ε

い
ふ
が
、
此
説
明
だ
け
ば
私

を
以
て
見
れ
ば
當
な
得
て
居
ら

ね
叫

ラ偉
佳
慮
地

に
於
け
る
在
外
土
地
家
屋
鞍
業
よ
り
の
所
得
の
課
税
一

そ
し
て
既

に
不
住
者

に
て
も
土
地
家
屋
鱗

葉
の
所
得
は
其
財
源
の
所
在
地
に
て
所
得
課
税
を
行
ふ
こ
ε

、
す

る
な
ら
ば
、
其
他
庭
園
膿
に
て
は
、
最
早
此
外

、
來
の
所
得

に
し
て
土
地
家
屋
管
楽
に
關
す

る
も
の
は
至
免
す

る
こ
ε
、
な
ら
な
く
て
は
愈
ら
諏
筈
で
あ
る
(註
五
∀。

併
し
さ
う
明
確
に
分
別
す
る
ざ
、
今
度
は
折
角
、
住
庭
地
方
團
膿

に
て
各
人
の
全
能
力
に
慮
じ
た
る
所
得
課
税
を
.

行

書

い
ふ
こ
蓬
の
趣

旨
が
破

れ
る
こ
ε

に
な

っ
て
、

所
得
税

が

蔀

之

に

つ
き
牧
盗
視

に
近

き
も

の
ご
な

る
の

嫌

が
あ

る
.
其
れ

で
は
折
角

、
牧
益
税

の
外

に
、
風
待

税

を
而

か
も
其

が
人
的
裸

視

こ
し

て
能
力
原

則

に
よ

る
も

の
こ
し
て
逞
み
た

る
趣
旨

を
失
園

こ
ご
に
な
る
。

尤
も

之

が
爲

め
に
所

得
税

が
全

く
吸
金
椀

に
な

っ
た
こ

い
ふ
の

で
は
な

い
。
各
種

の
所

得
を
綜
合

し
て
課

税
し
て
居

る

こ
ε
、
有
ら

ゆ

る
内
來

〔美
園
蹉
内

部

よ
ザ
出
つ

る
所

の
)

斯
得

ご
土
地

家
屋
讐

業
以
外

の
有
ら

ゆ

る
郷
家
所

得

ご

を
綜
合

し
て
裸
視
す

る
黙

に
於
て
荷
ほ
確

か
に
人
税
的
だ

る
を
失

は
す

し
て
、
未

だ
之
を
以

て
物

に
就

き
て
課
す

る
所

の
収
益

撹
ε

は
必
ず

し
も
見

ら
れ

な

い
。

が
併

し
乍

論

叢

地
方
所
得
税
に
於
げ
ろ
他
地
方
交
渉
の
問
題

第
十
二
巻

(第
三
號

五
)

三
四
九

3)Mayer,ebend乱.・

4)Becker,KommunalbesteueruD暮imGrossherzogtum"es§en,(Gemei寧de-

finanzen.1,1S,15,Birnbaum,GemeindlichenSteしiersystemeinDeutschland.
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論

叢

地
方
所
得
税
に
於
げ
ろ
他
地
方
交
渉
の
問
題

第
十
二
巻

(第
三
號

六
)

三
五
〇

ら

兎

に
角

、

一
部

人
税
原

則
が
破
ら

れ
、
折
角

の
所
得

税
を
破
壊

し
て
居

る

こ
ご

は
免
れ

な

い
。

で
此
非
難
を
免

れ
や
う

・し
思

へ
ば

、
.住
所

團
鵤

に
於
て
凡

ぺ
て
の
外

来
の
所

得

に
も
課

税
し
な
く

て
ほ

な
ら
諏

ε

い
ふ

こ
.ε

に
な

る

。(註
五
)

ベ
ル
ギ
ウ
ス
は
矢
張
り
此
見
地
か
ら
、
画
家
所
得
税

に
ま
で
の
市

町
村
附
加
種
で
は
、
市
町
村
外
居
在
る
土
地
ば
計
算
の
外

に
止
め
な
け

の

れ
ば
な
ら
ね
ぐ」
い
ふ
て
居

ろ
o

,

q
両
地
方
團
艦

に
於
け

る
分
配
-

然
ら
ば
如
何
に
両
團
騰
問
の
關
係
を
調
相
す
る
か
。
.両
国
膿
の
立
場
を
考

(
へ
.る
ε

い
ふ

ご
、
両

團
儂

に
て
、
.
.
即
ち
財
源
團
膿

に

て
も
住
居
團
膣

に
て
も
課

税
し
た
な
ら
、ば
良

き
や
う

に
も
見

ゆ

る
。
併

し
其
が
又

一
の
問
題

で
あ

る
。
そ

し
て
此

程

の
こ
ε
は
國

ε
國

ご
の
問

に
て
は
特
別

の
園
際
協

定
な

き

以

上
は
、
起
b
來

る
こ
ご
で
あ

る
に
し
て
も

、
又
国

際
間

に
て
は
已
む
を
得

ね

こ
ε
で
あ

る
に
し
て
も

、
地

方
間

こ
し
て
は
如
何

の
も

の
か
。
調
整

し
得

べ
き
高
級
團

艦

の
存
す

る
園
内
地

方
間

の
問
題

ε
し
て
は
如

何

の
も

の
で

あ
ら

う

か
。
斯
く

て
は
鯨
り

に
外
佳
肴

の
所
得

を
重

く
課

し
過
ぎ
は

せ
漁

か
。
其

れ
で
財
政
牧

人
上

に
は
好

都
合

ε
し
て
も
、
内
住
者

ε
の
問

に
負
櫓

の
均
衡

を
失

し

、
随

ふ
て
は
又
人

々
が
他
地
方
團
騰

の
土

地
家
屋
瞥
業

を
持

ち
叉
は
之

に
投
資
す

る
こ
ざ
を
避

く

る
こ
ε

、
な
り

、
資

本
交

通
を
妨

げ
、
資
本

の
分
配

を
抑

え
、
國
内
各
地

を

し

て
均

し
く
脛
濟
上

の
獲
達

を
遂
ぐ

る
の
機
會

を
得

ざ
ら

し
む

る

こ
ご

＼
な

る
。
勿
論
あ

ま
り

に
多
一
升
佳
肴

の

、手

に
土
地
家

屋
螢

業

の
落

つ
る

の
も
肚

會
上

に
は
好

ま
し

く
な

い
が
、
然
れ
ば

こ
て
斯

か

る
外
住

者

の
此
等

の
も

5、Bergrius,Grunds員tzed.Fw.S-303.



`

、の
を
持

ち
得

る
機
會

を
あ
ま
ゲ
制
限
す

る
の
も
経
済

上
は
堅
ま

し
く
な

い
。
労

々
之

を
適

當

に
調
和

し
、
夫

の
負

捲
を
過
重
な
ら
ざ
ら
し
む
る
を
要
す

る
。
其
れ
で
之
を
調
和
す
を

し
て
は
、
国
家

に
於
て
.疲

準
則
を
定
め
て

夫
の
種

の
所
得
は
・
半
分
撞

庭
團
讐

て
、
孚
分
は
財
源
團
慌

に
て
課
税
す
べ
し
ε
す
る
外
な

か
ら
　
恵

は

る
、
・
此
所
得
が
双
方
に
關
保
す

る
以
上
は
、
此
の
恕

に
分
配
す
る
の
が
公
平

の
廃
置
患

ふ
。
成
程
此
れ
で

は
・
術
ほ
住
庭
團
讐

於
け
る
所
得
課
税
が
、
此
程

の
外
來
所
得
を
有

つ
者
ε
然
ら
ざ
る
誓

の
間
に
公
準
を
得

て
居
ら

習

い
ふ
嫌
を
菟
れ
繋

、
住
庭
團
瞳

に
て
空
然
夫
の
種
所
得
を
免
税
す

る
場
合

よ
り
皇

居
公
李
で
あ

り
・
そ

し
て
犬

の
全
然
之
を
課
す

る
場
合

の
不
都
合

を
避

け
や
　

ご
思

へ
ば

、
此

位

の
不
公
平

は
忽

ぷ
外
な

き
.
.

ε
で
も
あ
り

、
且

つ
此

に
よ
り

て
財
源
團
膿

に
て
も

牢
ぱ
課
祝
す

る
を
得

て
不
住
者
所

有
の
弊

を
人
な
ら

し
む

る

に
至
ら
す

、
財
源

團
騰
佳
庭
園
膿

ご
も

に
相

嘗
の
牧

人
を
得

て
財
政
を
豊

か
に
す

る

こ
ε
も
出
家
.る
。
先

づ
問

題

は
此
位

の
庭

に
折
合
を
附

け
る
の
外

な

か
ら

う

ε
思

ふ
。

二
課
税
率

の
定

め
方

、

Aゆ
住
虚
地
方
團
膿

に
於
け
る
税
率
一

筋

に
上
に
い
ふ
如
く
分
割
課
税
す
る
こ
ε

、
な
る
ご
、
住
庭
團
贈
…に
て

綜
合
課
祝
す

る
ε
い
ふ
て
も
完
全
.な
綜
合
裸
視
で
は
な
い
か
ら
し
て
、
厳
格

"
い
へ
ば
累
進
課
税
が
適
切
で
な

い

.
蕊

ふ
こ
蕊

な
る
。
併

し
所
有
視
の
性
質
上
か
ら
し
て
は
出
來

る
だ
け
累
進
課
税
を
し
た
い
事
情
が
め
る
。
そ

し
て
此
外
來
の
土
地
家
燈

粟

所
得
だ
け
は
全
部
で
?

年
額
だ
け
計
讐

る

・
け
撃

、
も
、
其
他

の
所
得
は
全

論

叢

地
方
所
得
税
に
於
げ
る
他
地
方
交
渉
の
問
題

第
+
一
悪

(第
三
號

七
)

三
聾



職

論

叢

地
方
所
得
翫
に
於
げ
ろ
他
地
方
交
渉
の
問
題

第
十
二
巻

(第
三
號

入
)

三
五
二

部
計
算

せ
ち

れ

て
人

を
中

.沿
ざ
し

て
の
綜
合
課

税
が

行
は

れ
て
居

る

こ
ε
故

、
此
場

合

の
人

の
所

得

の
大
小
が
假

.

令

完
全

に
は
人

々
の
給
付
能

力

の
眞

の
大
小
を

示

さ
な

い
に
せ
よ
、
略

ぱ
之
を

示
す

ε
は

い
ひ
得

る
。

牧
益
税
的

物
税
的

ε

い
ふ
よ
う
は
、
所
得

税
酌

人
視
的

な
b

己
は

い
ひ
得

る
。
故

に
之

に
累
進
課

税
を
行

ふ
て
も

可

ε
思

ふ
。

多

少
の
不
完
全

不
適

切

ε

い
ふ
こ
ざ
は
め

る
に
し
て
も
、
其
を

い

へ
ば
、
現

に
既

に
日
本

の
國
挽
所
得

税

の
第
三

種
所
得

の
挽
傘

の
如

き
も
が
疑

問

ε
な
る
。

故

に
此

の
位

の
事
は
ま

つ
累
進

裸
視
を

爲
す

に
は
差
支

な
、い
も

の
ご

し
て
認

め
て
可

で
あ
ら

う
。
そ

し

て
地

方
所

得
税
を
固
視

所
得
税

の
附

加
税

ε
す

る

ε
し
て
、
本
税

の
累
進

傘
を

其
儘
基
準

ε
し
て
も
人
な

る
不

都

合
は

な

い
ご
思

ふ
が
、
併

し
地

方

の
場
合

に
は
綜
合

度
が
上

に

い
ふ
如

く
國

の

場
合

よ
り
も
不
完
全

で
あ

る
か
ら

、
其

れ
だ
け
累
進
牽
を

國
よ
り
も
緩

め
た
ら
ば
良

く
は
な

い
か
ご
も
考

へ
ら

る

る
。
或

は
累
進

牽

の
上
b

方
は

幽

の
其
を
探

り
、
む

し
ろ
其
適
用

上

に
或
.考
慮

を
梯

ふ
の
も

一
案
.で
る
る
。
帥

ち

税
率
を
適

用

さ
る

べ
きご
所
得
額

の
大
小

は
看

に
も

い
ふ
如
く
、
外

來
三
瀬

よ
り

の
所

得

に
宇
減

の
計

算
を
行

ひ
て

定

め
、
適

用
育

べ
き
税
率

は
右

の
特

別
計
算

の
結
果

た
る
所
得
額

に
相

當
す

る
も
の
で
な

く
て
、
外

来
所
得
を

全

額

ざ
し
て
計
算

し
た

る
塗
所
得

に
相
當

な
る
も
の
ゼ
す

べ
き
で
あ

る
。
其
理
由

は
、
所
得
額

の
大

小
を
定

め
る
に

就

き
て
の
年
減

の
特
典

は
財
源

團

儂

に
於

け
る
課

税

ε
の
關
係
上

巳
む
を
得
す

與

へ
た
も

の
で
あ

る
が
、
其

全
所
.

得
其
も

の
は
實
際

右

の
特

典
の
下

に
計

算

さ
れ
た

る
も

の
よ
り
は
太
き

一
、
其

人

の
給
付
能
力

に
相

當
な

る
税
牽

は
む
し
ろ
比
企
所
得

の
大

さ
に
相
當

し
た
も

の
で
あ

る
乏

い
ふ
に
存
す

る
。

「

.



・

■

別
財
源
地
方
團
艦

に
於
け
る
視
準

一

は
如
何
こ
い
ふ
に
、
此
は
国
税
所
得
挽
に
於

け
る
在
外
着
り
内
地

に
於

け

る
所
得

に
封
ず

る
税
率

ξ
同

じ
や
う

に
、
中
間
的

の
比
例
裸
視
率

に
依

る

の
外

な

か
ら
う
。
最

も
精

密

に
い
ふ

う

ど

前

に
A
の
最
後

に

い

へ
る
`
同
や
う

に
、
其
所

有
4.着
其

人
の
全
所

得

を
調

べ
で
得

た

る
其
高

さ
に
相
當

し
た

る

累
進

牽
を
適
用
す

る
の
も

一
案

で
は
あ

る
。

へ

其
二

敷
管
渠
所
及
住
所
所
有
者
の
所
得
課
視
問
題

一
徹
多
地
方
に
亘
る
襲
業
所
得
の
課
椀
問
題
-

偉
此
種
所
得
に
謝
し
て
は
本
店
所
在
地
方
團
艦
が
王
ざ
し
て
課

(税
す

べ
噛
も

の
で
あ

る
が

.
關
係
地

方
團

禮
も
其
關

係

せ
る
だ
け
に
て
は
課
税

に
與

か
る
こ
ε
を
得

る

こ
ε
を
至

當

ご
し
な
け

れ
ば

な
ら

澱
。
珊
唯

だ
其

分
配

が
⊥
ハ
つ

か
し

い
問

題
に
な

る
が

、
私

は
其

々
の
地

方

に
於

け

る
從
業

者

の
俸
給
諸

給

の
額

の
大
小

に
慮

じ

て
分
配
す

る

の
が

最
公
卒

ご
思

ふ
。
之

に
よ
り

て
略

ぽ
其
管

渠
の
全
所
得

に

謝
す

る
各
關

係
市
町
村

の
關

係
度

の
大
小

の
度
合

が

分
る

而

し
て
其
金
額

も
多

分
知

る

こ
ご
は
六

つ
か
し

く
な

か
ら

う

・し
思

ふ
。
或

は
従

業
者

の
敷

に
よ
る
方

が

一
層

簡

軍
で
あ
ら
う

.近
も

思
は

る

＼
が
、
其

は
.不
公
卒

の
や
う

に
考

へ
ら

る

、
。
或

は
総

牧
入
又

は
所

得

の
度
合

`

い
ふ
案

も

あ

る
が
、
併
し
其

の
分
配
が
六

つ
か
し
く
な

っ
て
、

負
捲

を
軽
く

せ
ん
が
矯
め

に
不
正
申
告

ε
な

る
危

険

が
太

い
の
み
な
ら
す

、
例
之
製
造
場

の
所

在
地

ξ
販

萱
部

の

所

在
地

ε
が
刑
具

の
地

方

に
め

る
場

A
口
の
如

き
に
は

牧
人
又

は
所
得

が
後
者

に
偏
す

る

ε

い
ふ
不

公
卒

を
も

生
す

る
。
矢

張
り
從
業
者

の
報

酬
金
額

が
最
公
季

に
し
て

且

つ
比
較

的
明
瞭

の
給

う
で
あ

る
。

そ
れ

か
ら
斯
く

の
如

く

論

叢

地
方
所
得
税
に
懐
け
ろ
他
地
方
交
渉
の
問
題

第
十
一,一巻

(笛
　三
號

九
)

三
玉
三



論

叢

地
方
所
得
税
に
於
け
ろ
他
地
方
交
渉
の
問
題

第
十
二
巻

(第
三
號

一
〇
)

三
五
四

に
し

て
分
配
す

る
ε
し
て
瞥
業
所

の
多
き
場
合

の
如

き

に
は
、
本
店
所

在
地

が
或
は
極

小
な

る
配
當

に
し
か
與

か

ら

澱

こ
ε

、
な

る

か
も
知

れ
な

い
。
併

し
其

は
不
穏
當

で
あ

る
。
本

店
所
在
地

の
こ
ε
で
あ

る
か
ら

、

　
面

か
ら

い

へ
ば
全
所
得
を

凡

べ
て
此
庭

に
て
捕
捉
す

る
ピ
も

い
ひ
得

る
位

で
あ
る
。
其

を
公
卒

の
爲

め

に
他

の
警
業
所

々

在
地

に
も

分
配
す

る

こ
し

て
も

、
本
店
所

在
地

に
は
特

別

な

る
分
配

に
與

か

る
の
特
灌

を
與

ふ

る
の
が
穏
當

で
は

な

か
ら
う

か
。
此

見
地

か
ら

し
て
本

店
所

在
地

に
は
全
所

得

の
少
く
こ
も
四

分
の

一
を
留
保

せ
し

め
る
。
即

ち
前

記

の
標
準

よ
り

し
て
は
本
店
所
在
地

の
手
輿

が
非

常

に
少

く
な

っ
て
も
、
四

分

一
だ
け

は
本
店

名
義

に
重

き
を
置

き
て
留
保
す

る
。

そ
し
て
理
り

を
他

の
團
艦

に
前

記
の
標
準

に
よ
り
案

分
す

る
の
が
穏

當

ε
思

ふ
、
計
算

の
方

法

は
異

る
が
、
類

似

の
例

は
普

國

に
あ

る
(註
六
)
。

(註
六
)

ビ
ル
ン
バ
ゥ
ム
之
々
要
約
し
て
説
明
し
て
曰
く
-
鍛
市
町
村
に
亘
ろ
螢
業
及
鑛
業
の
縄
螢
及
所
有
よ
り
の
市
町
村
醗
義
務
あ
る
所
得
に
、

一定
の
原
則
ド
よ
り
て
關
係
市
肛
村
に
分
配
ぜ
ら
ろ
㌧
。
就
中
・
保
隙
及
銀
行
に
て
に
全
駈
得
の
+
分

一
が
木
店
所
在
市
町
村
に
洗
づ
取
ら
れ
、

残
除
が
各
市
町
村
に
て
得
ら
ゐ
、
総
牧
人
の
割
合
に
侠
っ
て
分
配
ぜ
ら
れ
る
。・其
他
の
場
合
に
は
各
箇
の
市
町
村
に
て
生
窟
ろ
俸
給
及
賃
金
の
支

出
額
の
割
合
が
標
準
ぐ」・た
る
ξ
。
.

ラニ
数
多
住
所
を
有
す
る
人
の
課
税
問
題
一

住
所

の
撒
多
な
る
入
の
所
得
の
課
税
に
つ
い
て
は
、
主
た
る
住
所
を

(定

め
し
め
て
其

一
箇
所

に
て
課

税
す

る
の
が
理
論

上
は

至
當

で
あ

る
(註
七
)。
け
れ
こ
も
實
際

ε
し

て
見

る
ε
、
主

た

る
住
庭

の
存
在
す

る
地

方

に
て
の
み
課
す

る
ε
し
て

は
、
他

の
從

た
も
住
所

の
所

在
地
方
團

禮
が
困

る
こ
ε

に

な

る
。財

政
牧

人
上
困
る

の
み
な
ら
す
、
負
措

の
輕

さ
う

な
慮

を
選

ん
で
主

た

る
住
所
地

こ

い
ふ

こ
ご
に
届
出

つ
る

6)Birnbaum,a.a.O,S.43.



冒
、

こ
ご
～

も
な

っ
て
、
脱
税
翼
廊

ε
も
よ
り
、
不
公
牛
を
も
生
ず

る
。
此

は
各
地

に
適
當
に
分
配
す

る
の
が
穏

當
で

あ
る
。
勿
論
主
π
る
住
所

の
所
在
地
は
最
大
怠
る
配
當
に
與

か
る
こ
ε
が
出
來
、
少
く
ご
も

一
定
割
合

の
配
當
を

此
に
留
保
し
、
他
を
均
分
す

る
よ
り
外
適
當

の
庭
置
は
な
か
ら
う
ご
思
ふ
。
之
に
つ
き
数
字
の
指
定
は
困
難
で
あ

.

る
が
、
私
が
試
み
に
計
算
し
た
所
で
は
、
住
庭
二
の
場
合
は
圭

だ
る
住
所
地

が
三
分
二
、
佳
麗
三
の
場
合
に
は
主
.

だ
る
住
所
地
が
二
分

一
、
四

つ
の
場
合

に
は
圭

震
る
佳
所
地
が
五
分
二
、
五

つ
以
上
め
場
合
に
は
主
た
る
住
所
地

が
四
分

一
ご
し
、

残
を
他

の
住
所
地

に
均
分
す
る
の
が
穏
當
の
如
く
で
あ
る
。

類
似

の
例
は

矢
張
り

普
に
め
る

(誰
人
V。

(註
七
)

グ
ロ
ー

テ
フ

ェ
ン
ド
に
、
多
数
住
盧
の
場
合
に
に
事
買

上
の
住
盧
が
地
方

税
義
務

の
標
準
と
な
る
。
一

同

一
人
に
同
時

に
市
町
村
從
風

ゆ

の
名
義
に
基

く
地
方
税
を
多
級

の
市
町
村
に
て
繰
穢
す
ろ
こ
ピ
に
許
す

べ
か
ら
↑
.ご
い
ふ
て
居

る
。

〔
誰
人
)

普

に
て
に
、
数
多
の
佳
毘
な
持

つ
人
の
評
定
の
場
合
に
匡
主
た

る
佳
麗

の
市
町
村
が
其
他

の
市
町
村

の
不
利
に
於
て
常

に
全
所
得

の
四
分

の

一
な
留
保
す
る
心
得
。
.之
に
怨
じ
て
各
箇
の
市
町
.村

に
於
げ

る
所
得
な
滅
却
で
ろ
こ
ミ

」
な
る
。

第
二
段

地
方
所
得
税
に
於
け
る
他
地
方
交
渉
に

多
少
の
関
係
あ
る
問
題

其

一

法

人

課

税
.
問

題

一
課
否
-

法
人
に
地
方
所
得
税
を
課
す
る
や
否
や
の
問
題
は
、
他
地
方
交
渉
を
離
れ
て
其
も
の
自
禮
に
於
て
も

(

論

叢

地
方
所
得
硯
に
於
げ
る
他
地
方
交
渉
の
問
題

第
+
二
巻

(第
三
號

」
こ

三
五
五

7)Grotc色nd,Grunds"itzedesI{ommunalsteuerweseos・S・55・

8}Birnbaum,a.a.0.S.43、
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論

叢

地
方
所
得
税
に
於
げ
る
弛
地
方
交
渉
の
問
題

第
十
二
巻

(第
三
號

}
二
)

三
五
六

問
題

で
あ
り
得

る
。
地
方
所
得

視

に
於
け

る
他
地

方
交

渉

の
個
有

な
亀
問
題

で
は
な

い
が
、
併
し
其
を
決
す

る

に

つ
き
て
矢
聾

他
地
方
あ

關
係
薯

慮
ξ

る
・
。
で
廣
義
に
て
は
地
方
所
得
讐

於
け
る
他
地
方
交
渉
問
題

う

に
入
れ
て
も

可
ご
い
ひ
得

る
。
偉
倍
て
私
は
地
方
に
て
は
法
人
は
法
人
蓬
七
て
は
課
税
せ
す
↓
箇
人
の
威
に
配
當

ご
し
て
現
は
れ
来
り
た
る
も
の
を
真
箇
人
の
他

分
断
得
ざ
綜
合
し
て
課
税
し
、
法
人
の
利
益
中
、
留
保

さ
る
＼
も
の

ε
他
地
方
人

へ
配
當
せ
ら

ミ

も
の
ε
に
特
別
の
課
婁

爲
す

べ
し
患

ふ
。
此
終

の
特
別
の
課
撃

絵
入
の
所

得
課
税

ず、
い

へ
ば

い
ぷ
も

の

、
、眞

の
意
義

に
於

け

る
法
人

の
所
得

課
税

で
は
な

い
。
私
は
理
論
上

法
人

に
關
す

る

二
重
課

税
を
.避
く

べ
し

ご
の
意
見

で
、
随

っ
て
地
方

所
得
税

に

つ
い
て
も
箇

人
中
心

課
税
主
義

を
探

る
も

の
で
か

う

る
が
、
①

然

し
實
際

論
ε
し
て
は

、
特

に
地

方
の
場

合

に
於

て
は
法
人

に
ぴ
箇
人

に
も
課

す

る
こ
巴

、
し
て
も
大

し
て
不
都
合
は
な
い
か
も
知
れ
な

い
。
少
豊

も
其
の
大
し
て
不
都
合
な
ら

ざ
る
場
合
が
あ

る
。其
は
法
人
の
肚
員

が
大
部
分
、
他
地
方
人
な
る
場
合
で
、
此
場
合

に
箇
人
中
、心
霊
義
を
探
り
、
上
記
の
如

一
す
る
の
は
却

て
煩
雑
や

む
し
ろ
法
人
の
全
所
得
に
課
挽
し
、
箇
人
に
て
も
其

は
少
数
の
肚
員
に
翳
す
る
が
、
真
箇
人
の
有
ら
ゆ
る
所
得
に

随

っ
て
右
法
人
の
配
當
を
も
綜
合
し
て
課
税
す
る
こ
ε
に
よ
り
て
、
手
繧
取
扱
は

一
層
簡
箪
ε
な
り
、

　
部
、
能

力
主
義
に
も
適
慮
す

る
こ
ど
を
得
る
こ
、
こ
な
る
。
故
に
或
地
方
團
盤
内
の
會
肚
の
大
部
分
が
外
位
者

の
持
株
よ

り
成
る
場
合

の
如
き
に
は
法
人
に
も
箇
人
に
も
並
行
課
税
す

る
の
主
義
を
探

る

べ
き
で
あ
る
。
が
併
し
若
も
其
様

の
大
部
扮
が
其
地
方
人
の
手
に
め
る
場
合
な
ら
ば
、
む
し
ろ
理
論
通
り
箇
入
中
心
課
税
、
例
外
ε
し
て
法
人
裸
視



を
行
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
私
は
右
の
如
く
に
考
ぶ
る
が
、
併

し
日
本
で
は
國
視
所
得
税
に
於
て
法
人
箇
人
並

行
課
税
主
義
を
探

っ
た
か
ら
、
之
に
地
方
附
加
税
を
課
す

る
ε
し
て
も
吊
均

し
く
法
人
箇
人
並
行
課
税
主
義
を
探

る
の
外
な
か
ら
う
。

ラニ
視
牽
一

は
法
人
に
て
課
税
す

る
ε
し
て
は
比
例
の
外
な

か
ら
う
。
唯
だ
法
人
の
庭
に
て
超
過
利
得

に
饗
し
て

利
益
率

に
慮
じ
て
課
す
る
も
の
に
於
て
例
外
的
に
累
進
が
認

め
ら

る
、
の
み
で
あ
る
。

甘
六
二

瞥
業
地
方
Lよ
り
住
所
地
方

へ
の
補
給
問
題

一
結
否
-

藪
に
叉
近
世
経
濟
交
通
の
進
歩
の
.結
果

ε
し
て
生
じ
セ
新
し
い

一
の
他
地
方
交
渉
問
題
が
め
る
。
其

(は
所
得
税
の
み
に

つ
い
て
の
問
題
で
は
な

い
が
、
此

に
間
接
の
關
係
を
有
つ
。
其
問
題

ε
は
何
か
ε
い
へ
ば
其
は

甲
地
方
團
艦

に
於
け
る
事
業
に
從
事
す

る
使
用
人
勢
働
者

の
住
居
す

る
乙
地

方
團
艦
よ
り
甲
地
方
團
禮

に
謝
し
て

交
付
金
を
要
求
す
る
権
利
あ
b
や
の
問
題
で
め
る
(註
九
)。
蓋
し
此
場
合
、
乙
地
方
團
禮
で
は
自
ら
多
敷
の
貧
民
を

牧
容
す

る
こ
ご
、
居

っ
て
、
宜
ハ矯
め
激
育
、
救
貧
、
衛
生
、
警
察
費
を
多
く
要
す

胤
こ
ご
、
な
る
℃
然
る
に
何
分

に
も
此
團
膿

で
は
貧
乏
人
の
多
き

こ
ε
故
、
所
得
税
は
殆
ん
ご
取
れ
な

い
。
土
地
家
屋
鞍
業
視
は
あ
ら
う
が
、
此

ざ
て
も
貧
民
匠
の
こ
ご
故
多
く
は
取
れ
戯
。
此
に
於
て
か
此
乙
地
方
團
禮
に
此
の
如

き
多
費
を
生
ぜ
し
め
、
財
政

困
難
を
生
せ
し
め
た
る
所

以
の
原
西
を
考

へ
、
乙
團
髄
は
甲
團
鵤

`
い
ふ
事
業
繁
榮
な
る
團
膿
に
交
付
金
を
要
求

す
る
を
得
な
く
て
は
な
ら
諏
(註
一
9
。
此
は
實
に
至
當
の
こ
だ
で
あ
る
。
日
本
で
は
兎
角
比
熱
が
石
刻

さ
れ
て
居

論

叢

地
方
所
得
税
に
於
け
ろ
他
地
方
交
渉
の
問
題

第
十
二
巻

(第
三
號

=
二
)

三
五
七



」

論

叢

地
方
所
得
税
に
扱
げ
る
他
地
方
交
渉
の
問
題

第
十
二
巻

(第
三
號

　四
)

三
五
八

っ
て
、
繁
榮
な

る
事
業
を
持

つ
團
禮

が
、
共
勢
働
者

の
住
居
團
膿
を
顧
み
な
い
の
み
な
ら
す
、
同

　
市
内

に
て
あ
り

な
が
ら
、
京
都
や
大
阪
で
は
、
激
育
費
を
學
匪
別
に
て
負
櫓
せ
し
め
、
爲
め
に
場
末

の
勢
働
者
住
居
匠
を
し
て
其

負
捲
の
割
合

に
重
き
に
苦
し
ま
し
め
て
季
氣
で
居
る
。
此
有
様
を
其
儘

に
し
て
置

い
て
は
、
肚
會
上
痛

ま
し
き
問

題
を
生
す

る
こ
ご
な
き
を
得
ま
い
〔註
=

)。
此
學
塵
制
な
ざ
は

一
日
も
早
く
贋
止
し
て
、
統

一
教
育
費
支
辨
ε
す

る
か
、
さ
も
な
く
ば
富
者
匠
事
業
匠
よ
り
貧
民
匿
勢
働
匠
に
補
給
を
駕
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
別
異
の
地
方
團

禮
の
場
合

に
も
事
業
所
在
園
騰
は
勢
働
者
住
居
團
膣

に
相
當
怠
る
補
給
を
駕
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。

(註
九

)

ロ
ッ
ッ
は
此
關
孫
々
叙
し
て
曰
く
、
労
働
者

の
流

入
に
依
り
て
大
な

る
高
さ
の
學
校
、
警
察
、
救
貧
費
が
生
じ
た
。
L

そ
し
て
企
業
の

揚
腱
た

ろ
市
町
村
ば
、
労
働
者

の
住
居
し
其
薦
め
地
方
嚢

な
生
じ
れ
ゐ
市
町
村

こ
は
必
ず

し
も
同
で
な
い
。
斯

く
て
課
税
の
爲
め
に
-
纒
醤
市
町

の

'

村
ξ
住
居
市
町
村

ε
の
重
要
な
る
反
蜀
が
成
立

し
た
言
。

垂

δ

)
着

て
髭

場
食

鑑

者
唐

市
町
村
縫

箒

町
村
一

交
付
傘

畏
く
ろ
の
馨

り
?㌔
.

(
酔
=

一
)

例
之
、
京
都
の
場
末
な

ろ

一
橋
校
睡

㊨
加
音
は
教
育
匠
費
の
貢
捲

が
他
よ
ゆ
も
遙
か
に
重

い
其
上
に
も

、
授
業

ま
で
取

っ
て
居
ろ
ミ

い
ふ
こ
ピ
で
あ

ろ
。
其
1工
貧
民
芽
働
者

の
多

い
攣
匪
℃
あ

る
。
何
ん

ピ
不
都
合
な
こ
ご
で
1エ
な
か
ら
う
か
。

ラ

コ

ニ
給
牽
i

然
ら
ば
乙
團
艦
は
幾
許
を
甲
團
膿
に
向

っ
て
要
求
す
る
を
得

る
や
。
叉
は
甲
團
髄
は
幾
許
を
乙
團
磯

(に
交
付
す

べ
き
や
、
之
起

つ
い
て
拡
第

一
に
は
乙
團
禮
に
於
て
勢
働
者

の
來
住
に
よ
b
て
生
じ
た
る
過
多
出
費
よ

り
、
右
京
住
に
よ
り
生
じ
た
る
租
税
牧
人
増
加
額
を
控
除
し
だ
る
も
の
を
標
準
又
は
限
度
ε
す

べ
く
、
他
方
第

二

に
は
甲
團
艦

に
於
〔
其
事
業
に
課

せ
ら

る
、
直
接
税

(所
得
税
を
含
む
)
牧
人
の

}
部
、
例
之
半
分
を
も
限
度
ε
す

9)Lotz,Fw・S・498・

10)Birnbaum,a.a.O.S.44.



O

べ
き
で
あ
る
甕

「
二
)。
第

一
の
限
度
は
乙
團
膿
が
勢
働
者
来
信
の
爲
め
に
蒙

る
純
損
害
額
で
あ
軌
、
.此
れ
だ
け
は

乙
團
艦

に
於
て
甲
團
艦
よ
り
補
償
さ
る
べ
き
の
理
由
を
も

つ
が
、
併
し
軍
国
禮

ε
し
て
は
假
令
其
事
業
に
圏
す
る

牧
人
の
全
部
を
我
物
蓬
す
る
の
は
不
當
で
あ
る
に
せ
よ
、
其

一
部
は
企
業
其
も
の

、
保
護
の
爲
め
相
當

に
之
を
留

保
す

る
を
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
繊
。
其
全
牧
人
中
の
分
配
の
割
合
は
之
を
定
め
る
こ
ε
が
難

い
が
、
事
業
其
も

の
に
閲
す
お
も
の
こ
従
業
者
に
關
す

る
も
の
ε
各
折
半
ε
す
る
の
外
な
か
ら
う
。
そ
し
て
第

一
標
準
ご
第

二
標
準

ε
は
互
に
衝
突
し
得
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
其
小
い
方
の
に
依
れ
ば
良
い
。
第

一
標
準
が
小
な
れ
ば
假
令
第

二
が

其
よ
り
大
(
て
も

.
乙
團
髄
が
第

】
標
準
以
上
の
も
の
を
要
求
す
る
の
は
、
多
き
を
貪
り
過
ぐ
る
ε
い
ふ
も
の
で

あ
り
、
第
二
標
準
が
第

一
標
準
よ
り
も
小

い
冠
き
は
、
田
圃
艦
に
て
は
其
第
二
標
準
以
上
の
も
の
を
出
す
こ
ξ
は
、

別
に
存
す

る
其
自
ら
の
任
務
を
充
血
す
爲

め
に
到
底
堪

へ
得
ら

れ
ざ
る
も
の
重
い
ふ
こ
ご
に
な
る
。
庭
で
甲
團
磯

内
の
事
業
の
従
業
者
全
部
が
乙
團
膿

に
在
住
す
れ
ば
問
題
は
簡
軍
で
あ
る
が
、
此
従
業
者
が
甲
乙
両
團
艦

に
分
住

し
、
叉
は
夏
ら
に
丙
丁
等
の
團
瞭
に
も
分
住
す
る
・し
き
は
六

つ
か
し
く
な
る
。
第

一
標
準

の
方
は
右
の
通
り
で
良

い
乙
に
つ
き
日

へ
な
こ
ε
を
準
用
す

れ
ば
良

い
が
、第

二
標
準
の
方
を
何
う
す

る
か
ご
い
ふ
こ
己
が
六

つ
か
し
い
。

併

し
此
は
當
該
夢
働
者
住
居
團
鴨

に
於
け
る
勢
働
者
の
撒

の
、
甲
團
鎧
内
の
事
業

に
秘
事
す
み
者
全
禮
中
の
割
合

だ
け
を
頭
割
的

に
計
算
す
る
を
選
む
よ
り
卦
は
な
い
。
其
の
頭
割
に
依

っ
て
彼
等
の
給
料
等
に
依
ら
な

い
の
は
、

問
題

`
な
れ
る
費
用
が
敏
育
、
救
貧
、
衛
生
、
警
察
費

の
如
く
頭
割
的
の
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
下
級
者
ほ
こ

一

論

叢

地
方
所
得
脱
に
於
け
る
他
地
方
交
渉
の
問
題

第
十
二
巻

(第
三
號

一五
)

三
五
九



♂

論

叢

地
方
所
得
税
に
於
け
ろ
他
地
方
交
渉
の
問
題

第
十
二
巻

(第
三
號

一
六
)

三
六
〇

暦
大

な
る

べ
き
も

の
で
め

る
か
ら

で
あ

る
。

ド精
密

に

い

へ
ば
各

労
働
者

の
等
級

に
よ
り
下
級
者

ほ
こ
多

い
割
合

を

、計
算

し
な
け
れ
ば
な
ら

蹟
が
、
そ

ん
な

こ
ざ
は
到

底
あ

ま
b

に
面
倒

で
堪

へ
ら

れ
な

い
。
頭
割
に
て
忍
ぶ
外
な

い
。

(註

一
二
)

普
に
て
ば
交
付
金
の
高
さ
の
標
準
は
住
居
團
騰
に
於
97
ろ
多
費
で
あ
る
。
尤
も
他
方
に
其
團
騰
に
生
に
た
る
利
益

(其
市
町
村
の
相
擁

力
に
表
に
れ
み
だ
げ
に
て
)
祉
も
考
慮
す
べ
く
、
交
付
金

の
絶
対

の
限
界
は
響

市

町
村
に
て
嘗
試
企
業

に
法
律
上
課
税
ゼ
ら

ろ
㌧
直
接
市
町
村

税

の
牛

額

と
マ

ろ
Q

西

面

結

論

以
上
要
之
、
不
住
者

の
土
地
家
屋
管
楽
の
所
得

に
封
し
て
は
、
財
源
團
艦
ご
性
居
團
騰
ε
に
て
折
孚
課
税
を
行

ふ
べ
く
、
数
多
螢
業
所
天
は
佳
所

の
場
合
に
は
主
た
る
瞥
業
所
又
は
住
所
に
多
く
配
當
し
、
併
乍
ら
其
他
の
も
の

に
も
若
干
割
合

の
配
當
を
行
ひ
、
法
人
課
税
に
つ
い
て
は
理
論
上
は
不
課
税
を
原
則
ε
し
唯
外
位
者
の
配
當
を
法

人
に
就
き
例
外
的
に
課
枕
す
る
こ
ε

、
す

べ
き
も
、
實
際
上
に
は
法
人
箇
人
並
行
課
税
ε
t
る
外
な
き
こ
ε
が
多

多
あ
ら
う
ε
思
ふ
。
若
夫
れ
事
業
所
在
團
禮
が
勢
働
者
住
居
團
雅
に
加
ふ
る
損
害

に
謝
し
て
は
前
者
は
後
者
に
謝

し
て
相
當
割
合
の
賠
償
交
付
を
行
ふ

べ
き
も
の
ぎ
考

へ
ら

る
、
。
数
團
髄

に
交
渉
す
る
だ
け
に
て
は
、
原
則
`
し

て
凡

べ
て
通
常
に
公
雫
に
配
當
す
る
ご
い
ふ
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
光
勲
の
考
慮
の
ま
だ
足
ら
ざ

る
我
邦
に

於
て
は
篇
ε
考

へ
て
見
る
必
要
が

]
層
切
で
あ
る
。

11)Birnbaum,a.a.0.S.44.


